
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：18－038） 

 

 

１ かつてアメリカ海軍の太平洋における最大の拠点となっていたフィリピン

のスービックにある同国最大の造船所（韓国系企業が経営破綻）に中国企業が

注目 

原文 

(15 January 2019, Business Insider) 

 

２ 日本（沖縄県）の小型漁船について 2020 年以降もパラオ EEZ 内での操業

を認めることを求める日本の要請に関し、パラオ上院議会は、日本のこれまで

のパラオへの支援を考慮し、同要請を支援する議案を採択（パラオでは、同国

EEZ における外国漁船による操業を禁止するパラオ国家海洋保護法が 2020 年

に施行される予定） 

原文 

(18 January 2019, Island Times)  

※以下のIsland Timesは、時間帯によってアクセスできない場合がございます。 

その際は、お手数ですが時間をしばらくおいてから再度お試しください。 

 

３ 2018 年に、太平洋島嶼国では地政学的な 2 つの議論が起こる（太平洋諸島

フォーラム（PIF）で打ち出された「ブルー・パシフィック」とオーストラリ

ア、アメリカ、日本、インドネシアが打ち出す「インド ・パシフィック」） 

原文 

(20 Jan 2019, East Asia Forum) 

 

４ マーシャル諸島政府は、国際通貨基金（IMF）からの警告にも関わらず、

世界初となる国による仮想通貨計画を推進 

原文 

(21 January 2019, ABC News) 

 

５ ニュージーランドの支援により、太平洋島嶼国の漁業担当者を集めたリー

ダーシッププログラム（18 か月の研修）を SPC（The Pacific Community）が

実施 

原文 

(21 January 2019, Pacific Community – SPC) 

 

６ サモアの国会議員が、同国の建設（中国の支援により建設される建物）現

https://www.thisisinsider.com/chinese-firms-interested-in-philippines-valuable-subic-bay-2019-1
http://islandtimes.us/senate-says-palau-should-reciprocate-japans-generosity-by-allowing-it-to-fish-after-pnms/
http://www.eastasiaforum.org/2019/01/20/competing-pacific-narratives/
https://www.abc.net.au/radio-australia/programs/pacificbeat/marshall-islands-pushes-ahead-with-digital-currency/10731050
https://www.spc.int/special-projects/pacfishlead


場に掲げられる中国国旗を取り除くことを、サモア首相に要求 

原文 

(21 January 2019, Samoa Observer) 

 

７ パラオのコロール州で、中国資本のホテル建設起工式が実施（起工式では

中国一帯一路組委会がスポンサーとして表示されていたが、同ホテル代表は、

中国の「一帯一路委員会」メンバーがパラオには訪れたものの、投資に関する

支援は受けていないと財政関与を否定） 

原文 

(22 January 2019, Island Times) 

 

８ 韓国が、海洋調査船をフィジー海軍に本年供与予定 

原文 

(23 January 2019, Fiji Sun) 

 

【パラオへの航空便関連】 

９ パラオ・アジア・パシフィック航空が、今月末からパラオと香港・マカオ

を結ぶ直行のチャーター便を再開 

原文 

(18 January 2019, Island Times) 

 

10 台湾の航空会社（China Airline）が、2 月からパラオへの直航便を週 3 回

に増便 

原文 

(23  January 2019, The China Post) 

 

11 2019 年はパラオへの航空便が増加する見通しであると同国大統領が発言

（日本からの直行便が 3 月から再開） 

原文 

(25 January 2019, Island Times) 

 

【ソロモン諸島国政選挙関連】 

12 ソロモン諸島において、オーストラリア・ニュージーランド等の海外の警

察・軍隊から構成されたソロモン地域支援ミッション（RAMSI）部隊撤退後、

本年、初めて国政選挙が実施される予定 

原文 

(22 January 2019, Radio NZ) 

 

13 ソロモン諸島の民主同盟（同国首相が率いる政党）は、国政選挙後、台湾

との外交関係も含めたアジア政策を見直すことを党のマニフェストで明言 

原文 

(24 January 2019, Solomon Star) 

http://www.sobserver.ws/en/20_01_2019/local/40311/Chinese-flags-angers-MP.htm
http://islandtimes.us/resort-in-palau-no-bearing-with-chinas-belt-and-road/
https://fijisun.com.fj/2019/01/23/south-korea-gives-hydrographic-survey-vessel/
http://islandtimes.us/papa-to-resume-direct-flights-from-china/
https://chinapost.nownews.com/20190123-498893
http://islandtimes.us/more-flights-anticipated-for-2019/
https://www.radionz.co.nz/international/programmes/datelinepacific/audio/2018679206/solomons-prepare-for-first-election-post-ramsi
http://www.solomonstarnews.com/index.php/news/national/item/21288-shaky-ties


原文 

(25 January 2019, Radio NZ) 

https://www.radionz.co.nz/international/pacific-news/380886/solomons-ruling-party-says-it-will-review-taiwan-relationship-if-re-elected

